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１ 調査の概要 

（１）調査目的 

産後ケアを受入れる施設やサービスの提供体制等に地域間で差があることや、利用のしにく

さ等の課題があることから、市町村が実施する産後ケア事業について、県内のサービスを必要

とする全ての産婦が支援を受けられる体制を整えるために必要な実態の把握を行うことを目

的とします。 

 

（２）調査方法 

＜県民調査＞ 

調査地域 岡山県全域 

抽出方法 岡山県に居住する０歳から３歳までの子どものいる世帯の中から無作為抽出 

調査方法 郵送配布・回収（インターネットによる回答を併用） 

調査対象 1,985 世帯 

調査時期 令和６年７月 31 日～令和６年９月 30 日 

有効回収数 959 票（回収率 48.3％） 

＜医療機関等調査＞ 

調査地域 岡山県全域 

調査方法 郵送配布・回収（インターネットによる回答を併用） 

調査対象 産科医療機関・助産所（７２機関） 

調査時期 令和６年７月 31 日～令和６年９月 30 日 

有効回収数 54 票（回収率 75.0％） 

＜市町村調査＞ 

調査地域 岡山県全域 

調査方法 メールによる配布・回収 

調査対象 27 市町村 

調査時期 令和６年７月 31 日～令和６年９月 30 日 

有効回収数 27 票（回収率 100.0％） 
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（３）報告書の見方 

 本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してあり、これらの数値は小数点

以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場合

があります。 

 ２つ以上の回答（複数回答）を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えることが

あります。 

 グラフ中の「ｎ」は質問に対する回答数であり、100.0％が何人の回答に相当するかを示す

比率算出の基数です。 

 県民調査では、地域別分析の精度を高めるため、人口比率の小さい地域の抽出率を高くして

対象者の抽出を行っており、地域別回答数の母集団に占める割合の差を調整するために母集

団数に対する回答数の割合より算出した係数を乗じ、母集団の地域比率に補正した規正標本

数をもって集計を行っています。 

 県民調査の規正標本数は、小数点以下を四捨五入して記載しています。 

 
  



3 

２ 調査結果のまとめ 

（１）結果の概要 

ア．県民調査 

（ア） 産後ケア事業の利用経験 

 産後ケア事業の利用経験がある母親の割合は11.1％であり、利用した人のうち利用した

事業の類型は宿泊型が33.4％、デイサービス（日帰り）型が41.3％、アウトリーチ（訪

問）型が35.7％となっています。（８頁） 

 利用したケアの内容は、「適切な授乳ができるためのケア（乳房ケアを含む）」と回答した

割合が66.7％、「心身の休息」と回答した割合が46.5％で上位となっています。（10頁） 

 産後ケア事業を利用してよかった点として、「アドバイスを受け、安心できた」と回答し

た割合が66.1％、「助産師等の指導内容」が55.7％で上位となっています。（11頁） 

 産後ケア事業を利用した経験がなく、事業を知っている母親が、産後ケア事業を利用した

ことがない理由として、「利用料金が高い」と回答した割合が 42.0％、「必要性を感じな

かった」と回答した割合が 41.1％、「利用方法がわからなかった」と回答した割合が

35.3％で上位となっています。（13 頁） 

（イ） 産後ケア事業の認知度・利用意向 

 産後ケア事業を利用していない母親のうち、事業を知っている母親の割合が71.1％、知

らない母親の割合が28.9％であり、知らない母親のうち49.8％が事業の利用意向がある

結果となっています。（13・14頁） 

 産後ケア事業を利用した経験がなく、事業を知っている母親が、産後ケア事業を利用しや

すくするために必要と考えることとして、「利用料金をもっと安くしてほしい」と回答し

た割合が 60.0％、「利用方法を分かりやすくしてほしい」と回答した割合が 57.4％、 「利

用できる施設を増やしてほしい」と回答した割合が 54.5％となっています。（14 頁） 

 産後ケア事業を知っている父親の割合は16.6％と低くなっています。（19頁） 

（ウ） 産後の状況 

 産後の子育てに関する『不安を感じた』（「非常に不安を感じた」+ 「ときどき不安を感じ

た」）と回答した割合が全体で72.5％となっていますが、産後ケア事業を 「利用した経験

がある・利用したい意向がある」母親では『不安を感じた』と回答した割合が81.4％とな

っています。（16頁） 

 産後、子育てをする上で気軽に相談できる人がいなかった母親や子育てを支援してくれる

人がいなかった母親が約６％いる結果となっています。（16・17頁） 

 

イ．医療機関等調査 

（ア） 産後ケア事業の実施状況 

 産後ケア事業を実施している割合は66.7％であり、事業の類型別では宿泊型で50.0％、

デイサービス型で48.1％、アウトリーチ型で38.9％、事業の３類型とも実施している割

合が16.7％となっています。（22頁） 
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 事業を実施していない理由として、宿泊型、デイサービス型では「設備面が整わない」、

アウトリーチ型では「人手が足りないため」と回答した割合が最も高くなっています。

（24頁） 

 実施していない事業の類型について、今後の実施を「考えている」と回答した割合は、宿

泊型で18.5％、デイサービス型で19.2％、アウトリーチ型で33.3％となっています。

（24頁） 

（イ） 利用希望者を断ったケース 

 事業を実施している医療機関等において、事業の利用希望者を断ったケースが「ある」と

回答した割合は、宿泊型で44.4％、デイサービス型で30.8％、アウトリーチ型で38.1％

であり、その理由としては「希望日時に受入施設に空きがなかったため」と回答した割合

が高くなっています。（28・29頁） 

（ウ） 産後ケア事業の実施における課題 

 産後ケア事業を実施する上での課題として、経営面では「市町村の委託料が少ない」と回

答した割合が59.3％、人材確保面では「人手確保が難しい・人手が不足している」と回答

した割合が44.4％、他機関との連携では「自治体との連携がとりにくい」と回答した割合

が18.5％となっています。（31頁） 

 

ウ．市町村調査 

（ア） 産後ケア事業の実施状況 

 産後ケア事業は全市町村で実施しており、事業類型別でみると、宿泊型で96.3％、デイサ

ービス型で96.3％、アウトリーチ型で63.0％、事業の３類型とも実施している割合は

59.3％となっています。（32頁） 

 市町村を越えて事業を利用できる仕組みを「構築している」と回答した割合は、宿泊型、

デイサービス型で74.1％、アウトリーチ型で40.7％となっています。（33頁） 

 市町村を越えて利用できる仕組みの実現に向けた調整過程で困難だったこととして、「委

託費用・利用料などの調整」、「契約等の事務手続き」と回答した割合が上位となっていま

す。（36頁） 

（イ） 利用希望者を断ったケース 

 実施している事業において、利用希望者を「断ったことがある」と回答した割合は、宿泊

型で19.2％、デイサービス型で11.5％、アウトリーチ型で17.6％となっています。

（39頁） 

（ウ） 産後ケア事業の周知のタイミング 

 産後ケア事業の周知のタイミングについて、「母子健康手帳交付時の面接時」と回答した

割合が92.6％、「乳児家庭全戸訪問時」と回答した割合が88.9％、「新生児訪問時」と回

答した割合が85.2％で上位となっています。（41頁） 

（エ） 産後ケア事業を実施する上での課題・望む支援 

 産後ケア事業を実施する上での課題として、「委託先の確保」と回答した割合が59.3％と

最も高く、「財源の確保」、「精神疾患の場合への対応」が続いています。（48頁） 
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 産後ケア事業の実施に際して県に望む支援として、「集合契約等域内での契約実務の支援」

と回答した割合が 88.9％と最も高く、「市町村や委託事業者の事業の実施を支援するため

の金銭的補助」、「利用者の自己負担額を軽減するための金銭的補助」が続いています。

（49 頁） 

 

（２）調査結果からの課題 

〈事業の周知〉 

県民調査の結果では、産後ケア事業を利用していない母親のうち事業を知らない母親が約３

割おり、父親では事業を知らない割合が７割を超えています。 

父親も含め、全ての保護者に産後ケア事業の内容や利用方法を周知するため、情報提供体制

の充実を図る必要があります。 

 

〈利用しやすい体制整備〉 

県民調査の結果では、産後、子育てをする上で気軽に相談できる人がいなかった母親や子育

てを支援してくれる人がいなかった母親が約６％おり、子育てに関する不安を感じた母親が７

割を超えています。また、産後ケア事業を知らない母親のうち約５割が事業の利用意向がある

結果となっています。 

また、産後ケア事業を利用しやすくするために必要な対策として、「利用料金をもっと安くし

てほしい」、「利用方法を分かりやすくしてほしい」、「利用できる施設を増やしてほしい」との

意見が上位となっています。 

子育てに関して不安を感じている保護者や相談する人がいない保護者、支援してくれる人が

いない保護者等、産後ケア事業の利用が必要な保護者を利用につなげる体制や事業を利用しや

すい環境づくりが必要です。 

〈連携体制の強化〉 

医療機関等調査の結果では、産後ケア事業を実施する上での課題として、他機関との連携で

「自治体との連携がとりにくい」が上位となっています。 

また、市町村調査の結果では、産後ケア事業を実施する上での課題として、 「委託先の確保」、

「財源の確保」が高くなっており、次いで「精神疾患の場合への対応」、「医療機関との連携」

などが挙げられています。 

産後ケア事業を実施する上で、医療機関等と市町村との連携体制を強化し、産後ケア事業の

利用が必要な保護者への支援を行うことが必要です。 
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県南東部

48.1% 県南西部

40.0% 

高梁・

新見

1.6% 

真庭

1.8% 

津山・

英田

8.5% 

無回答

0.0% 

n=959

３ 県民調査の結果 

（１）属性 

① 二次保健医療圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 県民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 両親の年齢 

＜母親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 規正標本数 割合

県南東部 439 461 48.1% 

県南西部 349 383 40.0% 

高梁・新見 28 16 1.6% 

真庭 19 17 1.8% 

津山・英田 124 82 8.5% 

無回答 - - -

全体 959 959 100.0% 

回答数 規正標本数 割合

20歳未満 1 1 0.1% 

20～29歳 191 193 20.1% 

30～39歳 624 626 65.3% 

40歳以上 143 139 14.5% 

無回答 - - -

全体 959 959 100.0% 

20歳未満

0.1% 

20～29歳

20.1% 

30～39歳

65.3% 

40歳以上

14.5% 

無回答

0.0% 

n=959

備前

県民局

48.1% 
備中

県民局

41.6% 

美作

県民局

10.3% 

無回答

0.0% 

n=959

回答数 規正標本数 割合

備前県民局 439 461 48.1% 

備中県民局 377 399 41.6% 

美作県民局 143 99 10.3% 

無回答 - - -

全体 959 959 100.0% 
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＜父親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 0～3 歳までの子どものうち、末子は何人目か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 規正標本数 割合

20歳未満 - - -

20～29歳 134 137 14.3% 

30～39歳 550 567 59.1% 

40歳以上 249 229 23.9% 

無回答 26 26 2.7% 

全体 959 959 100.0% 

回答数 規正標本数 割合

0か月～6か月未満 88 86 9.0% 

6か月～1歳未満 166 169 17.7% 

1歳～1歳6か月未満 155 154 16.1% 

1歳6か月～2歳未満 120 120 12.5% 

2歳～2歳6か月未満 121 119 12.4% 

2歳6か月～3歳未満 125 125 13.1% 

3歳 177 177 18.4% 

無回答 7 8 0.9% 

全体 959 959 100.0% 

回答数 規正標本数 割合

1人目 336 343 35.8% 

2人目 396 398 41.5% 

3人目 175 168 17.5% 

4人目 36 34 3.6% 

5人目以上 16 16 1.7% 

無回答 - - -

全体 959 959 100.0% 

20歳未満

0.0% 

20～29歳

14.3% 

30～39歳

59.1% 

40歳以上

23.9% 

無回答

2.7% 

n=959

0か月～

6か月未満

9.0% 

6か月～

1歳未満

17.7% 

1歳～1歳

6か月未満

16.1% 

1歳6か月

～2歳未満

12.5% 2歳～2歳

6か月未満

12.4% 

2歳6か月

～3歳未満

13.1% 

3歳

18.4% 

無回答

0.9% 

n=959

1人目

35.8% 

2人目

41.5% 

3人目

17.5% 

4人目

3.6% 

5人目以上

1.7% 
無回答

0.0% 

n=959
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11.1 88.9 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=959

はい（利用したことがある） いいえ（利用したことはない） 無回答

7.9 

13.2 

17.3 

92.1 

86.8 

82.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

備前県民局(n=461)

備中県民局(n=399)

美作県民局(n=99)

はい（利用したことがある） いいえ（利用したことはない） 無回答

（２）産後ケア事業の利用経験 

① 産後ケア事業の利用経験 

問３ 産後ケア事業を利用したことがありますか。（○は１つ） 

問５ 何の産後ケアサービスを利用されましたか。（○はあてはまるものすべて） 

 

産後ケア事業を利用した経験がある割合は 11.1％となっています。 

産後ケア事業を利用した経験がある人のうち、利用した事業の類型は、 「宿泊型」が 33.4％、

「デイサービス（日帰り）型」が 41.3％、「アウトリーチ（訪問）型」が 35.7％となっていま

す。 

【産後ケア事業の利用経験】 

 

 

 

 

 

【利用した産後ケア事業の類型（利用した経験がある人）】 

 

 

 

 

 

 

 
県民局別にみると、産後ケア事業を利用した経験がある割合は、備前県民局で 7.9％、備中

県民局で 13.2％、美作県民局で 17.3％となっています。 

【産後ケア事業の利用経験（県民局別）】 

 
 
 
 
 
 
 
  

33.4 

41.3 

35.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

宿泊型

デイサービス（日帰り）型

アウトリーチ（訪問）型

n=106



9 

② 産後ケア事業を知ったきっかけ 

産後ケア事業を利用したことがある人のみ回答 

問４ 産後ケア事業をどこで知りましたか。（○はあてはまるものすべて） 

 

産後ケア事業を知ったきっかけについて、「出産施設」、「保健師などの家庭訪問」、「母子健康

手帳（親子手帳）の受取時」が上位となっています。 

【産後ケア事業を知ったきっかけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の内容】 

内容 件数 

友人・知人から 10 

身内（母や兄弟姉妹）から 5 

助産師から 4 

インスタグラムから 3 

YouTube から 1 

 

 

  

43.3 

38.7 

31.0 

22.0 

20.6 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

出産施設

保健師などの家庭訪問

母子健康手帳（親子手帳）の受取時

市役所・役場ホームページ

その他

無回答

n=106
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③ 利用したケアの内容 

産後ケア事業を利用したことがある人のみ回答 

問６ どのようなケアを希望し、利用しましたか。（○はあてはまるものすべて） 

 

産後ケア事業で利用したケアについて、「適切な授乳ができるためのケア（乳房ケアを含む）」

と回答した割合が 66.7％と最も高く、「心身の休息」、「子育てに関する不安の相談」が続いて

います。 

【利用したケアの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 希望したケアの利用状況 

産後ケア事業を利用したことがある人のみ回答 

問７ 希望したケアを受けることができましたか。（○は１つ） 

 

希望したケアを「受けることができた」と回答した割合が 91.2％となっています。 

【希望したケアの利用状況】 

 

 

 

 

 

  

66.7 

46.5 

36.3 

17.8 

12.9 

13.5 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

適切な授乳ができるためのケア（乳房ケアを含む）

心身の休息

子育てに関する不安の相談

産後の生活指導

沐浴や抱き方などの育児の手技についての

具体的なアドバイス（相談）

その他

無回答

n=106

91.2 3.8 5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=106

はい（受けることができた） いいえ（受けることができなかった） 無回答
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79.0 

71.4 

91.9 

85.7 

41.7 

54.0 

36.8 

18.1 

6.2 

0.0 

55.0 

64.9 

57.8 

54.1 

27.3 

24.7 

16.5 

14.8 

5.9 

2.7 

75.7 

43.6 

8.3 

9.6 

29.9 

4.4 

14.3 

10.4 

9.8 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アドバイスを受け、安心できた

助産師等の指導内容

食事の提供

施設でとれた休憩時間

育児方法を知ることができた

施設の設備

利用料金が適切

1回当たりの利用時間

その他

無回答

宿泊型(n=35)

デイサービス（日帰り）型(n=44)

アウトリーチ（訪問）型(n=38)

⑤ 産後ケア事業を利用してよかった点 

産後ケア事業を利用したことがある人のみ回答 

問８ 利用してよかった点はどこですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

産後ケア事業を利用してよかった点について、「アドバイスを受け、安心できた」と回答した

割合が 66.1％と最も高く、「助産師等の指導内容」、「食事の提供」、「施設でとれた休憩時間」

が続いています。 

【産後ケア事業を利用してよかった点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したサービスの類型別にみると、宿泊型では 「食事の提供」、「施設でとれた休憩時間」、

デイサービス（日帰り）型では「助産師等の指導内容」、アウトリーチ（訪問）型では 「アドバ

イスを受け、安心できた」と回答した割合が高くなっています。 

【産後ケア事業を利用してよかった点（利用した産後ケアサービスの類型別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.1 

55.7 

47.5 

43.3 

29.2 

24.8 

22.0 

12.6 

8.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

アドバイスを受け、安心できた

助産師等の指導内容

食事の提供

施設でとれた休憩時間

育児方法を知ることができた

施設の設備

利用料金が適切

1回当たりの利用時間

その他

無回答

n=106
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末子の出生順位別にみると、１人目、２人目以上ともに「アドバイスを受け、安心できた」

と回答した割合が最も高くなっていますが、１人目では「助産師等の指導内容」、２人目以上で

は「施設でとれた休憩時間」がそれぞれ続いています。 

【産後ケア事業を利用してよかった点（末子の出生順位別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

75.8 

64.7 

46.5 

34.2 

35.0 

20.9 

21.8 

9.5 

3.6 

0.0 

58.2 

48.3 

48.3 

50.8 

24.5 

28.0 

22.2 

15.1 

11.6 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

アドバイスを受け、安心できた

助産師等の指導内容

食事の提供

施設でとれた休憩時間

育児方法を知ることができた

施設の設備

利用料金が適切

1回当たりの利用時間

その他

無回答
1人目(n=48)

2人目以上(n=58)
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71.1 28.9 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=853

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答

（３）産後ケア事業の認知度・利用意向 

① 産後ケア事業の認知度 

産後ケア事業を利用したことがない人のみ回答 

問９ 産後ケア事業を知っていますか。（○は１つ） 

産後ケア事業を利用していない人のうち、事業を「知っている」と回答した割合が 71.1％と

なっています。 

【産後ケア事業の認知度】 

 

 

 

 

 

県民局別にみると、事業を「知っている」と回答した割合は、備前県民局で 71.4％、備中県

民局で 74.3％、美作県民局で 56.1％となっています。 

【産後ケア事業の認知度（県民局別）】 

 

 

 

 

 

 

 

② 産後ケア事業を利用したことがない理由 

産後ケア事業を利用したことがない人のみ回答 

問 10 産後ケア事業を利用したことがない理由を教えてください。（○はあてはまるものすべて） 

産後ケア事業を利用したことがない理由について、「利用料金が高い」と回答した割合が

42.0％、「必要性を感じなかった」と回答した割合が 41.1％、「利用方法がわからなかった」

と回答した割合が 35.3％で上位となっています。 

【産後ケア事業を利用したことがない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.4 

74.3 

56.1 

28.6 

25.7 

43.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

備前県民局(n=425)

備中県民局(n=346)

美作県民局(n=82)

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答

42.0 

41.1 

35.3 

30.3 

12.2 

6.9 

16.2 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用料金が高い

必要性を感じなかった

利用方法がわからなかった

手続きが面倒

利用したい施設がない

産後ケア事業を知った時には利用できる期間を過ぎていた

その他

無回答

n=606



14 

49.8 50.2 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=246

はい（利用したいと思う） いいえ（利用したいと思わない） 無回答

55.2 

35.3 

44.8 

64.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不安を感じた

(n=176)

不安を感じなかった

(n=69)

はい（利用したいと思う） いいえ（利用したいと思わない） 無回答

③ 産後ケア事業を利用しやすくするために必要な対策 

産後ケア事業を利用した経験がない人のうち、産後ケア事業を知っている人のみ回答 

問 11 産後ケア事業を利用しやすくなるためには、どうしたら良いと思いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

産後ケア事業を利用しやすくするために必要な対策について、「利用料金をもっと安くして

ほしい」と回答した割合が 60.0％と最も高く、「利用方法を分かりやすくしてほしい」、「利用

できる施設を増やしてほしい」が続いています。 

【産後ケア事業を利用しやすくするために必要な対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 産後ケア事業の利用意向（利用経験のない人のみ） 

産後ケア事業を利用した経験がない人のうち、産後ケア事業を知らない人のみ回答 

問 12 産後ケア事業を利用したいまたは利用してみたかったと思いますか。（○は１つ） 

 

産後ケア事業を「利用したいと思う」と回答した割合が 49.8％となっています。 

また、「利用したいと思わない」と回答した割合も 50.2％となっています。 

【産後ケア事業の利用意向】 

 

 

 

 

 

産後の子育てに関する不安の有無別にみると、「利用したいと思う」と回答した割合は、不安

を感じた層で 55.2％となっています。 

【産後ケア事業の利用意向（産後の子育てに関する不安の有無別）】 

 

 

 

 

 

 

60.0 

57.4 

54.5 

44.7 

8.4 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用料金をもっと安くしてほしい

利用方法を分かりやすくしてほしい

利用できる施設を増やしてほしい

申請をオンラインでできるようにしてほしい

その他

無回答

n=606
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末子の出生順位別にみると、「利用したいと思う」と回答した割合は、１人目で 56.7％、２

人目以上で 46.8％となっています。 

【産後ケア事業の利用意向（末子の出生順位別）】 

 

 

 

 

 

 

産後ケア事業を知らない人のうち、産後ケア事業を利用したいと思う人のみ回答 

問 13 どのサービスを利用したいと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

利用したいサービスの類型について、「宿泊型」と回答した割合が 62.9％、「デイサービス

（日帰り）型」と回答した割合が 61.2％、「アウトリーチ（訪問）型」と回答した割合が 36.1％

となっています。 

【利用したい産後ケアサービスの類型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 産後ケア事業を利用したくない理由 

産後ケア事業を知らない人のうち、今後も産後ケア事業を利用したいと思わない人のみ回答 

問 14 利用したくない理由を教えてください。（○はあてはまるものすべて） 

 

産後ケア事業を利用したくない理由について、「必要性を感じない」と回答した割合が

51.3％と最も高く、次いで「利用する時間がない」となっています。 

【産後ケア事業を利用したくない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.3 

31.6 

11.4 

16.8 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要性を感じない

利用する時間がない

行政サービスの利用に対して気が引ける

その他

無回答

n=124

56.7 

46.8 

43.3 

53.2 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人目(n=75)

2人目以上(n=171)

はい（利用したいと思う） いいえ（利用したいと思わない） 無回答

62.9 

61.2 

36.1 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

宿泊型

デイサービス（日帰り）型

アウトリーチ（訪問）型

無回答

n=123
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 (４)産後の状況 

① 産後の子育てに関する不安の有無 

問 15 あなたは、産後、子育てに関する不安を感じましたか。（○は１つ） 

 

産後の子育てに関する不安の有無について、『不安を感じた』（「非常に不安を感じた」+ 「と

きどき不安を感じた」）と回答した割合が 72.5％となっています。 

【産後の子育てに関する不安の有無】 

 

 

 

 

 

 

産後ケア事業の利用状況・利用意向別にみると、 「利用した・利用したい」層で 『不安を感じ

た』と回答した割合が 81.4％となっています。 

【産後の子育てに関する不安の有無（産後ケア事業の利用状況・利用意向別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 産後の子育てに関する相談相手の有無 

問 16 あなたは、産後、子育てをする上で、気軽に相談できる人がいましたか。（○は１つ） 

 

産後の子育てに関する相談相手が「いた」と回答した割合が 93.2％、「いなかった」と回答

した割合が 6.3％となっています。 

【産後の子育てに関する相談相手の有無】 

 

 

 

 

  

20.3 52.2 21.3 5.7 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=959

非常に不安を感じた ときどき不安を感じた

ほとんど不安を感じなかった まったく不安を感じなかった

無回答

26.4 

18.4 

55.0 

51.3 

13.6 

23.7 

4.6 

6.1 

0.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した・利用したい

(n=229)

利用していない・

利用したいと思わない(n=730)

非常に不安を感じた ときどき不安を感じた

ほとんど不安を感じなかった まったく不安を感じなかった

無回答

93.2 6.3 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=959

いた いなかった 無回答
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③ 産後に子育てを支援してくれる人の有無 

問 17 あなたは、産後、子育てを支援してくれる人がいましたか。（○は１つ） 

 

産後に子育てを支援してくれる人が「いた」と回答した割合が 93.2％、「いなかった」と回

答した割合が 6.2％となっています。 

【産後に子育てを支援してくれる人の有無】 

 

 

 

 

 

 

④ 産後の育児に関して困ったことや辛かったこと 

問 18 産後の育児に関することで最も困ったり、辛かったことは何ですか。（○は１つ） 

 

産後の育児に関して困ったことや辛かったことについて、「上の子どものこと」と回答した割

合が 29.6％と最も高く、次いで「授乳のこと」となっています。 

【産後の育児に関して最も困ったことや辛かったこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.2 6.2 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=959

いた いなかった 無回答

29.6 

18.8 

14.8 

14.5 

14.4 

13.3 

6.5 

6.1 

0.9 

0.7 

8.0 

2.3 

0% 10% 20% 30%

上の子どものこと

授乳のこと

夜泣き

家事（洗濯・掃除・料理など）

育児に慣れない感じでとまどった

経済的負担

子どもが病気をした

自分の体調が悪く、満足する育児ができなかった

沐浴

相談する人がいなかった

その他

無回答

n=959
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⑤ 産後ケア事業への意見 

問 19 産後ケア事業について、ご意見等があればご記入ください。（自由記述） 

【産後ケア事業への意見】 

 項目 件数 

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て 

情報を周知してほしい 77 

利用料金をもっと安くしてほしい、助成してほしい 65 

上の子どもや父親も利用できるようにしてほしい 34 

申請をオンラインでできるようにするなど、手続きを簡単にしてほしい 29 

気軽に利用したい 26 

施設を増やしてほしい、近場にほしい 21 

サービス内容を充実してほしい 8 

産後ケア事業の利用に対する父親や親族の理解がない 7 

対象期間を延ばしてほしい 4 

子
育
て
全
般
に 

つ
い
て 

母親も心身の休息をとりたい 20 

経済的支援を受けたい 16 

相談体制を充実させてほしい 11 

上の子の送迎等のサポートを利用したい 6 

家事代行などのサポートを利用したい 5 
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（５）父親（パートナーを含む）の子育てについて 

① 父親の子育てに関する情報の入手先 

父親（パートナーを含む）のみ回答 

問 20 子育てに関する情報は、どこから取得していますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

父親の子育てに関する情報の入手先について、「配偶者」と回答した割合が 64.3％と最も高

く、次いで「インターネット（ＳＮＳ含む）」が 60.2％で上位となっています。 

【父親の子育てに関する情報の入手先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 父親の産後ケア事業の認知度 

父親（パートナーを含む）のみ回答 

問 21 「産後ケア事業」の内容を知っていますか。（○は１つ） 

 

父親のうち、産後ケア事業を「知っている」と回答した割合が 16.6％となっています。 

【父親の産後ケア事業の認知度】 

 

 

 

  

16.6 76.9 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=959

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答

64.3 

60.2 

34.4 

26.1 

8.0 

7.6 

7.1 

3.0 

2.1 

7.0 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

配偶者

インターネット（SNS含む）

職場の人

親族（配偶者除く）

一般の育児雑誌、書籍

医療機関

市町村等の広報誌（チラシ、冊子）

近隣、地域の人

その他

特に情報を得ていない

無回答

n=959
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③ 男性の「産後うつ」の認知度 

父親（パートナーを含む）のみ回答 

問 22 男性の「産後うつ」について知っていますか。（○は１つ） 

 

父親のうち、男性の産後うつを「知っている」と回答した割合が 31.7％となっています。 

【男性の「産後うつ」の認知度】 

 

 

 

 

 

④ 父親向けの子育て支援の利用意向 

父親（パートナーを含む）のみ回答 

問 23 父親（パートナーを含む）向けの子育て支援がある場合、利用したいと思いますか。 

（○は１つ） 

父親（パートナーを含む）向けの子育て支援を利用したいと思う人のみ回答 

問 24 どのような支援があれば利用したいと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

父親向けの子育て支援について、「利用したいと思う」と回答した割合が 45.5％となってお

り、支援の内容は「子どもとのふれあい遊び（活動系）」が 74.8％となっています。 

【父親向けの子育て支援の利用意向】 

 

 

 

 

【利用したいと思う父親向けの支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.5 47.6 6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=959

はい（利用したいと思う） いいえ（利用したいと思わない） 無回答

74.8 

37.7 

34.4 

6.2 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子どもとのふれあい遊び（活動系）

子育て全般に関する講演、講座（知識系）

パパママ教室（両親学級）（相談・交流系）

その他

無回答

n=437

31.7 61.5 6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=959

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答
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４ 医療機関等調査の結果 

（１）属性 

 調査対象数 

産科医療機関 31 

助産所 41 

全体 72 

 

① 二次保健医療圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 県民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 一般産科病床数                     ④ 年間分娩取扱い件数 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合

県南東部 30 55.6% 

県南西部 16 29.6% 

高梁・新見 1 1.9% 

真庭 1 1.9% 

津山・英田 6 11.1% 

無回答 - -

全体 54 100.0% 

県南東部

55.6% 
県南西部

29.6% 

高梁・

新見

1.9% 

真庭

1.9% 

津山・

英田

11.1% 

無回答

0.0% 

n=54

備前

県民局

55.6% 

備中

県民局

31.5% 

美作

県民局

13.0% 

無回答

0.0% 

n=54

回答数 割合

備前県民局 30 55.6% 

備中県民局 17 31.5% 

美作県民局 7 13.0% 

無回答 - -

全体 54 100.0% 

回答数 平均

周産期センター 5 33.2床 

病院 7 21.6床 

診療所 12 15.8床 

助産所 6 3.3床 

助産所
（分娩を取り扱っていない）

2 2.0床 

全体 32 16.6床 

回答数 平均

周産期センター 5 374.2件 

病院 7 308.1件 

診療所 10 399.6件 

助産所 5 27.0件 

助産所
（分娩を取り扱っていない）

- -

全体 27 302.2件 
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⑤ 産科職員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産後ケア事業の実施状況 

① 産後ケア事業の実施状況 

問１ 貴施設では、産後ケア事業を実施していますか。（それぞれ１つに○） 

 

産後ケア事業を実施している医療機関等は回答のあった 54 件のうち、36 件であり、66.7％

となっています。 

事業類型別では、「実施している」と回答した割合は、宿泊型で 50.0％、デイサービス型で

48.1％、アウトリーチ型で 38.9％となっており、実施類型数が「３類型とも実施」に該当す

る割合が 16.7％となっています。 

【産後ケア事業の実施状況】 

 

 

 

 

【事業類型別の実施状況】 

 

 

 

 

 

 

【産後ケア事業の実施類型数】 

 

 

 

 

50.0 

48.1 

38.9 

50.0 

48.1 

55.6 

0.0 

3.7 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=54)

デイサービス型(n=54)

アウトリーチ型(n=54)

実施している 実施していない 無回答

16.7 29.6 20.4 27.8 5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=54

3類型とも実施 いずれか2類型実施 いずれか1類型実施

どの類型も実施していない 無回答

回答数 平均 回答数 平均 回答数 平均 回答数 平均

周産期センター 5 36.2人 5 6.4人 5 29.8人 - -

病院 7 18.0人 4 15.0人 6 10.7人 1 2.0人 

診療所 11 16.4人 11 7.2人 11 8.8人 2 2.0人 

助産所 6 4.0人 2 3.0人 6 2.8人 1 1.0人 

助産所
（分娩を取り扱っていない）

21 1.2人 2 1.0人 21 1.1人 1 1.0人 

全体 50 10.7人 24 7.5人 49 7.1人 5 1.6人 

うち　看護師 うち　助産師 うち　保健師全体

66.7 27.8 5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=54

実施している 実施していない 無回答
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産後ケア事業を実施している割合を県民局別にみると、宿泊型は、備前県民局で 53.3％、備

中県民局で 47.1％、美作県民局で 42.9％、デイサービス型は、備前県民局で 50.0％、備中

県民局で 47.1％、美作県民局で 42.9％、アウトリーチ型は、備前県民局で 36.7％、備中県

民局で 35.3％、美作県民局で 57.1％となっています。 

【産後ケア事業の実施状況（県民局別）】 

（宿泊型） 

 

 

 

 

 

 

（デイサービス型） 

 

 

 

 

 

 

（アウトリーチ型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.3 

47.1 

42.9 

46.7 

52.9 

57.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

備前県民局(n=30)

備中県民局(n=17)

美作県民局(n=7)

実施している 実施していない 無回答

50.0 

47.1 

42.9 

46.7 

52.9 

42.9 

3.3 

0.0 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

備前県民局(n=30)

備中県民局(n=17)

美作県民局(n=7)

実施している 実施していない 無回答

36.7 

35.3 

57.1 

60.0 

64.7 

14.3 

3.3 

0.0 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

備前県民局(n=30)

備中県民局(n=17)

美作県民局(n=7)

実施している 実施していない 無回答
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② 産後ケア事業を実施していない理由 

産後ケア事業を実施していない医療機関等のみ回答 

問１-１ 「実施していない」場合には、その理由をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

産後ケア事業を実施していない理由について、宿泊型、デイサービス型では「設備面が整わ

ない」、アウトリーチ型では「人手が足りないため」と回答した割合が最も高くなっています。 

【産後ケア事業を実施していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 実施していない支援の今後の実施意向 

産後ケア事業を実施していない医療機関等のみ回答 

問２ 問１で「実施していない」と答えた支援について、今後実施することを考えていますか。 

（それぞれ１つに○） 

 

実施していない支援について今後の実施を「考えている」と回答した割合は、宿泊型で

18.5％、デイサービス型で 19.2％、アウトリーチ型で 33.3％となっています。 

【実施していない支援の今後の実施意向】 

 

 

 

 

 

  

70.4 

37.0 

29.6 

18.5 

7.4 

7.4 

14.8 

0.0 

73.1 

46.2 

26.9 

15.4 

15.4 

3.8 

3.8 

0.0 

26.7 

63.3 

23.3 

6.7 

33.3 

6.7 

6.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

設備面が整わない

人手が足りないため

事業実施に足るほどの利用者数が見込めないため

自施設の役割ではない

ニーズが把握できていない

ニーズがない

その他

無回答

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=30)

18.5 

19.2 

33.3 

74.1 

73.1 

53.3 

3.7 

0.0 

6.7 

3.7 

7.7 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=30)

考えている 考えていない その他 無回答
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（３）利用条件・受入れ条件 

① 支援を受けることができる対象者 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問３（１）実施している支援の利用条件について、支援を受けることができる対象者についてお

答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

支援を受けることができる対象者について、宿泊型では、「自施設での出産（予定）者」と回

答した割合が 92.6％と最も高く、「利用希望者（妊婦健診 ・出産共に他施設）」は 77.8%とな

っています。 

デイサービス型では、「利用希望者（妊婦健診・出産共に他施設）」と回答した割合が 92.3％

と最も高くなっています。 

アウトリーチ型では、「利用希望者（妊婦健診・出産共に他施設）」と回答した割合が 90.5％

と最も高くなっています。 

【支援を受けることができる対象者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

92.6 

77.8 

74.1 

70.4 

11.1 

0.0 

76.9 

92.3 

76.9 

73.1 

15.4 

0.0 

33.3 

90.5 

33.3 

52.4 

19.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自施設での出産（予定）者

利用希望者（妊婦健診・出産共に他施設）

自施設での妊婦健診受診者（出産は他施設）

他施設からの紹介状等（妊婦健診・出産共に他施設）

その他

無回答

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)
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② 妊産婦・乳児以外に受入れ可能な対象者 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問３（２）実施している支援の利用条件について、妊産婦・乳児以外に受入れ可能な対象者につ

いてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

妊産婦・乳児以外に受入れ可能な対象者について、 「妊産婦の夫（パートナー含む）」と回答

した割合は、宿泊型で 37.0％、デイサービス型で 46.2％、アウトリーチ型で 90.5％、 「出生

（予定）児のきょうだい」と回答した割合は、宿泊型で 29.6％、デイサービス型で 34.6％、

アウトリーチ型で 81.0％となっています。 

【妊産婦・乳児以外に受入れ可能な対象者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 支援の実施者等 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問３（３）実施している実施者等についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

支援の実施者等について、「助産師」の割合は、宿泊型で 96.3％、デイサービス型、アウト

リーチ型で 100.0％、「看護師」の割合は、宿泊型で 66.7％、デイサービス型で 65.4％、ア

ウトリーチ型で 19.0％となっています。 

【支援の実施者等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.3 

37.0 

29.6 

11.1 

3.7 

46.2 

46.2 

34.6 

15.4 

0.0 

9.5 

90.5 

81.0 

33.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なし（妊産婦のみ）

妊産婦の夫（パートナー含む）

出生（予定）児のきょうだい

その他

無回答

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)

96.3 

66.7 

22.2 

11.1 

3.7 

14.8 

3.7 

100.0 

65.4 

19.2 

11.5 

3.8 

15.4 

0.0 

100.0 

19.0 

0.0 

4.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

助産師

看護師

保育士

保健師

臨床心理士

その他

無回答

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)
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④ 子どもの月齢別利用状況 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問４（１）令和５年度（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）の実施類型ごとの利用件数につい

て、子どもの月齢別の件数をご記入ください（延件数）。（子どもの月齢がわからない場合

は「把握していない」欄に記入してください。） 

 

子どもの月齢別利用状況は、宿泊型では「２週間以内」の割合が 40.1％と最も高くなってい

ます。 

デイサービス型では「４か月以上 12 か月未満」の割合が 45.9％、「１か月以上４か月未満」

の割合が 40.4％となっています。 

アウトリーチ型では「２週間以内」の割合が 44.5％と最も高くなっています。 

【子どもの月齢別利用状況】 ※「把握していない」を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 予約受付可能期日 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問５ 原則（通常時）、利用日の何日前までを予約受付可能としていますか。 

（１つに○・「２」の場合は何日前までか記入） 

 

予約受付可能期日について、「利用当日まで」と回答した割合は、宿泊型で 11.1％、デイサ

ービス型で 7.7％、アウトリーチ型で 61.9％となっています。 

また、「利用３日前以上」と回答した割合が宿泊型で 37.0％、デイサービス型で 38.5％、

アウトリーチ型で 23.8％となっています。 

【予約受付可能期日】 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.1

7.9

44.5

26.6

5.9

12.7

18.2

40.4

23.3

15.0

45.9

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=1,059)

デイサービス型(n=545)

アウトリーチ型(n=330)

2週間以内 2週間以上1か月未満

1か月以上4か月未満 4か月以上12か月未満

11.1 

7.7 

61.9 

33.3 

30.8 

14.3 

18.5 

23.1 

0.0 

37.0 

38.5 

23.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)

利用当日まで 利用1日前まで 利用2日前まで

利用3日前以上 無回答
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⑥ 受入人数の拡大の検討の有無 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問６ 今後、受入人数を増やすことを検討していますか。（それぞれ１つに○） 

 

受入人数の拡大の検討の有無について、「検討している」と回答した割合は、宿泊型で 25.9％、

デイサービス型で 34.6％、アウトリーチ型で 38.1％となっています。 

【受入人数の拡大の検討の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

（４）利用希望者を断ったケース 

① 利用希望者を断ったケースの有無 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問７ 産後ケア事業の利用を希望する方に対して断ったことはありますか。 

（それぞれ１つに○） 

 

産後ケア事業の利用希望者を断ったケースが「ある」と回答した割合は、宿泊型で 44.4％、

デイサービス型で 30.8％、アウトリーチ型で 38.1％となっています。 

【産後ケア事業の利用希望者を断ったケースの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.9 

34.6 

38.1 

48.1 

42.3 

38.1 

22.2 

23.1 

23.8 

3.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)

検討している 検討していない 未定 無回答

44.4 

30.8 

38.1 

55.6 

65.4 

61.9 

0.0 

3.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)

ある ない 無回答
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② 利用希望者を断った理由 

産後ケア事業を実施しており、利用希望者を断ったことがある医療機関等のみ回答 

問７-１ 断ったことが「ある」理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

産後ケア事業の利用希望者を断った理由について、いずれの類型においても「希望日時に受

入施設に空きがなかったため」と回答した割合が最も高く、宿泊型で 75.0％、デイサービス

型で 100.0％、アウトリーチ型で 87.5％となっています。 

また、宿泊型では、「対象月齢を超えていたため」と回答した割合が 41.7％となっています。 

【産後ケア事業の利用希望者を断った理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 利用希望者を断った件数 

産後ケア事業を実施しており、利用希望者を断ったことがある医療機関等のみ回答 

問７-２ 令和５年度（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）における断った件数をお答えくだ

さい。 

 

産後ケア事業の利用希望者を断った件数について、詳細な件数は不明である医療機関等が多

くなっていますが、 「３件以上」と回答した割合は、宿泊型で 16.7％、デイサービス型で 12.5％

となっています。 

【産後ケア事業の利用希望者を断った件数】 

 

 

 

 

 

 

  

75.0 

41.7 

8.3 

8.3 

41.7 

0.0 

100.0 

25.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

87.5 

0.0 

12.5 

0.0 

37.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望日時に受入施設に空きがなかったため

対象月齢を超えていたため

休息や預かりだけを目的としていたため

家族等の支援者がいるため

その他

無回答

宿泊型(n=12)

デイサービス型(n=8)

アウトリーチ型(n=8)

16.7 

25.0 

25.0 

0.0 

12.5 

12.5 

16.7 

12.5 

0.0 

50.0 

37.5 

50.0 

16.7 

12.5 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=12)

デイサービス型(n=8)

アウトリーチ型(n=8)

1件 2件 3件以上 詳細な件数は不明 無回答
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（５）産後ケア事業における対応 

① ４か月以上１歳未満の乳児への対応 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問８ 産後ケア事業において、４か月以上１歳未満の乳児に対応していますか。 

（それぞれ１つに○） 

 

４か月以上１歳未満の乳児への対応について、「対応している」と回答した割合は、宿泊型で

37.0％、デイサービス型で 53.8％、アウトリーチ型で 95.2％となっています。 

【４か月以上１歳未満の乳児への対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②利用定員の設定方法 

産後ケア事業を実施している医療機関等のみ回答 

問９ 産後ケア事業のそれぞれの利用定員の設定方法について、あてはまるものをお答えくださ

い。アウトリーチ型については、１日あたりの利用者の上限数の設定方法としてあてはま

るものをお答えください。（１つに○） 

 

産後ケア事業の利用定員の設定方法について、「固定（産後ケア事業の定員枠が固定で設定さ

れている）」と回答した割合は、宿泊型で 33.3％、デイサービス型で 38.5％、アウトリーチ

型で 14.3％、「変動（空きベッドや職員配置などの状況に応じて産後ケア事業の定員枠は変動

する）」と回答した割合は、宿泊型で 44.4％、デイサービス型で 42.3％、アウトリーチ型で

52.4％となっています。 

【産後ケア事業の利用定員の設定方法】 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.0 

53.8 

95.2 

55.6 

46.2 

4.8 

7.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)

対応している

対応していない

対応していないが、早産児の場合は修正月齢などで個別に対応している

無回答

33.3 

38.5 

14.3 

44.4 

42.3 

52.4 

18.5 

11.5 

14.3 

3.7 

7.7 

19.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=21)

固定（産後ケア事業の定員枠が固定で設定されている）

変動（空きベッドや職員配置などの状況に応じて産後ケア事業の定員枠は変動する）

1と2の併用（固定で定員枠が用意されているが、空きベッドの状況等に応じ追加で定員を変動させる）

その他

無回答
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（６）産後ケア事業の実施における課題 

問 10 産後ケア事業を実施する上で、課題だと感じていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

産後ケア事業を実施する上での課題について、経営面では「市町村の委託料が少ない」と回

答した割合が 59.3％、人材確保面では「人手確保が難しい・人手が不足している」と回答した

割合が 44.4％、他機関との連携では「自治体との連携がとりにくい」と回答した割合が 18.5％

となっています。 

【産後ケア事業を実施する上での課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産後ケア事業の実施類型数別にみると、３類型とも実施している医療機関等では「市町村の

委託料が少ない」と回答した割合が 88.9％、「人手確保が難しい・人手が不足している」と回

答した割合が 66.7％となっています。 

また、どの類型も実施していない医療機関等では、「市町村の委託料が少ない」、 「その他経営

面での課題がある」と回答した割合がともに 60.0％となっています。 

【産後ケア事業を実施する上での課題（産後ケア事業の実施類型数別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村の
委託料が

少ない

施設改修
や設備費

用が高い

その他経
営面での

課題があ

る

人手確保
が難し

い・人手

が不足し

ている

助産師以
外の専門

職の確保

ができな

い

その他人
材確保面

での課題

がある

自治体と
の連携が

とりにくい

医療機関
との連携

がとれな

い

その他他
機関との

連携上で

課題があ

る

3類型とも実施 9 88.9% 33.3% 44.4% 66.7% 33.3% 44.4% 22.2% - -

いずれか2類型実施 16 43.8% 25.0% 31.3% 37.5% 6.3% 6.3% 6.3% 6.3% 6.3% 

いずれか1類型実施 11 63.6% 36.4% 45.5% 36.4% 9.1% 18.2% 27.3% 18.2% 9.1% 

どの類型も実施して

いない
15 60.0% 53.3% 60.0% 46.7% 26.7% 26.7% 20.0% 20.0% 33.3% 

回答数 その他 特にない 無回答

3類型とも実施 9 22.2% 11.1% -

いずれか2類型実施 16 18.8% 12.5% 6.3% 

いずれか1類型実施 11 36.4% - 9.1% 

どの類型も実施して

いない
15 20.0% 6.7% 6.7% 

回答数 経営面 人材確保面 他機関との連携

59.3 

35.2 

44.4 

44.4 

16.7 

20.4 

18.5 

11.1 

13.0 

24.1 

9.3 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市町村の委託料が少ない

施設改修や設備費用が高い

その他経営面での課題がある

人手確保が難しい・人手が不足している

助産師以外の専門職の確保ができない

その他人材確保面での課題がある

自治体との連携がとりにくい

医療機関との連携がとれない

その他他機関との連携上で課題がある

その他

特にない

無回答

n=54

（経営面）

（人材確保面）

（他機関と

の連携）
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５ 市町村調査の結果 

（１）産後ケア事業の実施状況 

① 産後ケア事業の実施状況 

問１（１）産後ケア事業を実施していますか。（実施類型ごとに○印を記入） 

 

産後ケア事業を実施している割合は、宿泊型で 96.3％、デイサービス型で 96.3％、アウト

リーチ型で 63.0％となっています。 

【産後ケア事業の実施状況】 

 

 

 

 

 

 

【産後ケア事業の実施状況（二次保健医療圏域別）】 

［宿泊型］          ［デイサービス型］        ［アウトリーチ型］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産後ケア事業の実施類型数について、「３類型とも実施」に該当する割合が 59.3％となって

います。 

【産後ケア事業の実施類型数】 

 

 

 

 

  

96.3 

96.3 

63.0 

3.7 

3.7 

37.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=27)

アウトリーチ型(n=27)

実施している 実施していない 無回答

7 

8 

2 

2 

7 

0件 5件 10件

県南東部(n=7)

県南西部(n=8)

高梁・新見(n=2)

真庭(n=2)

津山・英田(n=8)

7 

8 

2 

2 

7 

0件 5件 10件

)

)

)

)

)

5

2

1

2

7

0件 5件 10件

59.3 37.0 3.7 0.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=27

3類型とも実施 いずれか2類型実施 いずれか1類型実施

どの類型も実施していない 無回答
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74.1 

74.1 

40.7 

25.9 

25.9 

59.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=27)

デイサービス型(n=27)

アウトリーチ型(n=27)

構築している 構築していない 無回答

② 事業を実施していない理由 

産後ケア事業を実施していない市町村のみ回答 

問１（２）その理由をお答えください。（実施類型ごとにあてはまるものすべてに○印を記入） 

 

産後ケア事業を実施していない理由について、宿泊型、デイサービス型では「自治体の人手

が足りないため」、「財源が確保できないため」、アウトリーチ型では 「事業実施に足るほどの利

用者数が見込めないため」、「類似サービス・事業があるため」との回答が挙がっています。 

【産後ケア事業を実施していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 市町村を越えて利用できる仕組みの構築状況 

問３（１）市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築していますか。 

（実施類型ごとに○印を記入） 

 

市町村を越えて利用できる仕組みを「構築している」と回答した割合は、宿泊型で 74.1％、

デイサービス型で 74.1％、アウトリーチ型で 40.7％となっています。 

【市町村を越えて利用できる仕組みの構築状況】 

 

 
 
 
 
 
 

100.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.0 

10.0 

20.0 

40.0 

0.0 

50.0 

30.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治体の人手が足りないため

財源が確保できないため

委託先が見つからないため

類似サービス・事業があるため

ニーズがないため

事業実施に足るほどの利用者数が見込めないため

その他

無回答

宿泊型(n=1)

デイサービス型(n=1)

アウトリーチ型(n=10)
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市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築している市町村のみ回答 

問３（２）契約先の状況についてご回答ください。 

（実施類型ごとにあてはまるものすべてに○印を記入） 

 

契約先の状況について、「県内の一部」と回答した割合は、宿泊型、デイサービス型で 95.0％、

アウトリーチ型で 90.9％となっています。 

【契約先の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築している市町村のみ回答 

問３（３）どのような方法により、市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築

していますか。（実施類型ごとにあてはまるものすべてに○印を記入） 

 

市町村を越えて利用できる仕組みの構築方法について、いずれの類型においても「自市町村

単独で、当該事業所と委託等の契約を行っている」と回答した割合が 100.0％となっています。 

【市町村を越えて利用できる仕組みの構築方法】 

 

 

 

 

 

 

 

  

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自市町村単独で、当該事業所と委託等の契約を

行っている

複数の市町村間で連携し、当該事業所との契約内容等

の統一化や、委託等の契約（集合契約）を行っている

その他

無回答

宿泊型(n=20)

デイサービス型(n=20)

アウトリーチ型(n=11)

95.0 

5.0 

15.0 

0.0 

95.0 

5.0 

15.0 

0.0 

90.9 

9.1 

18.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県内の一部

県内すべて

県外

無回答

宿泊型(n=20)

デイサービス型(n=20)

アウトリーチ型(n=11)
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57.1 

14.3 

42.9 

0.0 

57.1 

14.3 

42.9 

0.0 

12.5 

12.5 

75.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

必要性はあるが、広域連携の実施に向けた調整等の

困難があるため

自市町村単独で十分な提供体制を確保できており、

必要性がないため

その他

無回答
宿泊型(n=7)

デイサービス型(n=7)

アウトリーチ型(n=16)

④ 市町村を越えて利用できる仕組みの今後の構築予定 

市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築している市町村のみ回答 

問３（４）今後、さらに市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを進めていく予定

はありますか。（実施類型ごとに○印を記入） 

 

市町村を越えて利用できる仕組みの今後の構築予定について、「進めていく予定がある」と回

答した割合は、宿泊型、デイサービス型で 70.0％、アウトリーチ型で 63.6％となっています。 

【市町村を越えて利用できる仕組みの今後の構築予定】 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 市町村を越えて利用できる仕組みを構築していない理由 

市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築していない市町村のみ回答 

問３（５）市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築していない理由をお答え

ください。（実施類型ごとにあてはまるものすべてに○印を記入） 

 

市町村を越えて利用できる仕組みを構築していない理由について、「必要性はあるが、広域連

携の実施に向けた調整等の困難があるため」と回答した割合が、宿泊型、デイサービス型で

57.1％、アウトリーチ型で 12.5％となっています。 

【市町村を越えて利用できる仕組みを構築していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の内容】 

 償還払い制度にて対応しているため 

 要望がなく、構築方法もわからないため 

 市内事業所の利用を勧めたいため 

 実施体制や構築に向けて検討中であるため 

 遠方の市町村では実質的に無理があるため 

 

70.0 

70.0 

63.6 

30.0 

30.0 

36.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=20)

デイサービス型(n=20)

アウトリーチ型(n=11)

進めていく予定がある 進めていく予定はない 無回答
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⑥ 市町村を越えて利用できる仕組みの実現に向けた調整過程で困難だったこと 

市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みを構築している・必要性はあるが困難がある

市町村のみ回答 

問３（６）市町村を越えて産後ケア事業所を利用できる仕組みの実現に向けた調整過程で困難

であったことについてお答えください。 

（実施類型ごとにあてはまるものすべてに○印を記入） 

 

市町村を越えて利用できる仕組みの実現に向けた調整過程で困難だったことについて、「委

託費用・利用料などの調整」と回答した割合が、宿泊型、デイサービス型で 70.8％、アウトリ

ーチ型で69.2％、 「契約等の事務手続き」と回答した割合が、宿泊型、デイサービス型で58.3％、

アウトリーチ型で 61.5％となっています。 

【市町村を越えて利用できる仕組みの実現に向けた調整過程で困難だったこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.8 

58.3 

29.2 

25.0 

4.2 

20.8 

4.2 

70.8 

58.3 

29.2 

25.0 

0.0 

20.8 

4.2 

69.2 

61.5 

15.4 

23.1 

0.0 

15.4 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

委託費用・利用料などの調整

契約等の事務手続き

中心となる市町村・県がない

報告の様式等の統一化

その他

特になし

無回答

宿泊型(n=24)

デイサービス型(n=24)

アウトリーチ型(n=13)
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（２）利用状況 

① 利用人数・利用件数 

問４ 令和５年度の実施類型ごとの延べ利用件数・利用人数についてお答えください。 

 

県全体の令和５年度における実利用人数は、宿泊型で 563 人、延 1,524 件でした。デイサ

ービス型では 451 人、延 1,019 件、アウトリーチ型では 271 人、延 551 件でした。 

令和５年度の実利用人数について、いずれの類型も「10 人未満」の割合が最も高くなって

いますが、次いで、宿泊型では「10 人以上 20 人未満」の割合が 20.0％、デイサービス型で

は「０人」、「20 人以上 50 人未満」の割合が 18.2％、アウトリーチ型では「０人」、「10 人以

上 20 人未満」の割合が 14.3％となっています。 

【実利用人数】 ※無回答を除いた集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

延べ利用件数について、いずれの類型も「10 件未満」の割合が最も高くなっていますが、次

いで、宿泊型では「20 件以上 50 件未満」の割合が 30.4％、デイサービス型では「50 件以

上」の割合が 25.0％、アウトリーチ型では「10 件以上 20 件未満」、「50 件以上」の割合が

23.1％となっています。 

【延べ利用件数】 ※無回答を除いた集計 

 

 

 

 

 

  

4.3 

10.0 

7.7 

43.5 

30.0 

38.5 

13.0 

15.0 

23.1 

30.4 

20.0 

7.7 

8.7 

25.0 

23.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=23)

デイサービス型(n=20)

アウトリーチ型(n=13)

0件 10件未満 10件以上20件未満

20件以上50件未満 50件以上

12.0 

18.2 

14.3 

60.0 

40.9 

64.3 

20.0 

13.6 

14.3 

0.0 

18.2 

0.0 

8.0 

9.1 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=25)

デイサービス型(n=22)

アウトリーチ型(n=14)

0人 10人未満 10人以上20人未満

20人以上50人未満 50人以上
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② 子どもの月齢別利用状況 

問５ 令和５年度の実施類型ごとの利用件数について、子どもの月齢別の延件数をお答えください。 

 

子どもの月齢別の利用状況は、宿泊型では「１か月以上４か月未満」、デイサービス型、アウ

トリーチ型では「４か月以上 12 か月未満」の割合が最も高くなっています。 

【子どもの月齢別利用状況】 ※「把握していない」を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業対象者の要件 

① 事業対象者の要件 

問６ 事業対象者の要件として何を設定していますか。利用の上で必須の要件と任意の要件をそ

れぞれお答えください。（あてはまるものすべてに○印） 

 

事業対象者の要件について、必須要件では、「設定していない」と回答した割合が 88.9％で

あり、要件を設定している割合は「心身の不調がある」、「育児不安がある」と回答した割合が

7.4％となっています。 

任意要件では、「心身の不調がある」、「育児不安がある」と回答した割合が 59.3％、 「支援者

がいない」と回答した割合が 37.0％となっています。 

【事業対象者の要件】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.4 

7.4 

3.7 

7.4 

88.9 

0.0 

59.3 

59.3 

37.0 

22.2 

40.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

心身の不調がある

育児不安がある

支援者がいない

その他

設定していない

無回答

必須要件(n=27)

任意要件(n=27)

21.3

0.0

0.0

24.1

6.7

5.3

14.0

8.1

19.1

27.0

39.3

28.2

13.5

45.9

47.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=1,256)

デイサービス型(n=270)

アウトリーチ型(n=131)

1週間未満 1週間以上2週間未満 2週間以上1か月未満

1か月以上4か月未満 4か月以上12か月未満
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② 事業対象者の要件に合致しているかの判断方法 

問７ 事業対象者の要件に合致しているかの判断方法として、最も近いものをお選びください。 

（実施類型ごとに○印を１つ記入） 

 

事業対象者の要件に合致しているかの判断方法について、「本人からの利用の希望があれば

要件に該当するとして基本的には利用を認める」と回答した割合が 81.5％、「本人からの利用

の希望に加え市町村において総合的に要件に該当するかを個別判断し、利用の可否を決定する」

と回答した割合が 18.5％となっています。 

【事業対象者の要件に合致しているかの判断方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）利用希望者を断ったケース 

① 利用希望者を断ったケースの有無 

問８（１）産後ケア事業の利用を希望する方に対して断ったことはありますか。 

（実施類型ごとに○印を１つ記入） 

 

産後ケア事業の利用希望者を「断ったことがある」と回答した割合は、宿泊型で 19.2％、デ

イサービス型で 11.5％、アウトリーチ型で 17.6％となっています。 

【産後ケア事業の利用希望者を断ったケースの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.5 18.5 0.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=27

本人からの利用の希望があれば要件に該当するとして基本的には利用を認める

本人からの利用の希望に加え市町村において総合的に要件に該当するかを個別判断し、利用の可否を決定する

その他

無回答

19.2 

11.5 

17.6 

80.8 

73.1 

76.5 

0.0 

15.4 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=26)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=17)

断ったことがある 断ったことがない 無回答
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② 利用希望者を断った理由 

産後ケア事業を実施しており、利用希望者を断ったことがある市町村のみ回答 

問８（２）断った理由についてお答えください。 

（実施類型ごとにあてはまるものすべてに○印を記入） 

 

産後ケア事業の利用希望者を断った理由について、宿泊型では、「希望日時に受入施設が満床

だったため」、「支援者がいるため」、「休息や預かりだけを目的としていたため」、デイサービス

型では、「希望日時に受入施設が満床だったため」、「支援者がいるため」、アウトリーチ型では、

「希望日時に受入施設が満床だったため」との回答が挙がっています。 

【産後ケア事業の利用希望者を断った理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の内容】 

 要件に該当しないため 

 市町村が契約をしている施設以外であったため 

 事業がないため 

 市外からの里帰りであり、親子とも市内に住所がないため 

等 

 

  

40.0 

20.0 

20.0 

0.0 

60.0 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

66.7 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

33.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望日時に受入施設が満床だったため

支援者がいるため

休息や預かりだけを目的としていたため

対象月齢を超えていたため

その他

無回答

宿泊型(n=5)

デイサービス型(n=3)

アウトリーチ型(n=3)
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（５）産後ケア事業の周知・申請方法 

① 事業の周知のタイミング 

問９ 産後ケア事業の周知はどのようにしていますか。 

（１）どのようなタイミングで、本人に直接、産後ケア事業の周知（対面での説明やチラシ手

交等）を行っていますか。（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

産後ケア事業の周知のタイミングについて、「母子健康手帳交付時の面接時」と回答した割合

が 92.6％と最も高く、「乳児家庭全戸訪問時」、「新生児訪問時」が続いています。 

【産後ケア事業の周知のタイミング】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

92.6 

88.9 

85.2 

66.7 

44.4 

33.3 

25.9 

14.8 

14.8 

7.4 

18.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子健康手帳交付時の面接時

乳児家庭全戸訪問時

新生児訪問時

妊婦訪問時

出生届出時

妊娠期の両親学級等の教室

出産のための入院中（医療機関）

産婦健康診査時（医療機関）

乳児健診時（医療機関）

妊婦健康診査時（医療機関）

その他

無回答

n=27
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② 本人への直接の周知以外の周知方法 

問９（２）本人への直接の周知以外に、どのような方法で周知を行っていますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

本人への直接の周知以外の周知方法について、「自治体のホームページで広報」と回答した割

合が 88.9％と最も高く、「自治体の広報誌で広報（したことがある）」、「自治体が独自で利用

している子育てアプリで広報」が続いています。 

【本人への直接の周知以外の周知方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.9 

48.1 

48.1 

25.9 

22.2 

14.8 

0.0 

3.7 

14.8 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自治体のホームページで広報

自治体の広報誌で広報（したことがある）

自治体が独自で利用している子育てアプリで広報

子育て世代包括支援センター等の行政機関で対象者の

目に留まりやすい場所にチラシを配架または掲示

チラシを作成し産後ケア事業委託先に配架または掲示

するよう協力を依頼

分娩施設にチラシを配架または掲示

ドラッグストアやスーパー等、日常的に利用する場所に

チラシを配架または掲示

直接の周知以外は行っていない

その他

無回答

n=27
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③ 特に支援が必要な人の把握方法 

問 10 産後ケア事業対象者のうち、特に支援が必要な人（行政側からの利用を勧奨する人）を

どのように把握していますか。（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

特に支援が必要な人の把握方法について、「本人または家族からの相談」と回答した割合が

100.0％であり、「保健師等が訪問時等に把握」、「母子健康手帳交付時の面接で把握」、「医療機

関からの情報提供（出産のための入院）」が続いています。 

【特に支援が必要な人の把握方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 事業利用の申請方法 

問 11 産後ケア事業の利用にあたっての申請方法はどのようにしていますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

事業利用の申請方法について、「市役所窓口や子育て世代包括支援センター等で対面で対応」

と回答した割合が 96.3％と最も高く、「各種家庭訪問時に対面で対応」、「申込書等の書面の郵

送で対応」が続いています。 

【事業利用の申請方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

96.3 

63.0 

48.1 

29.6 

7.4 

7.4 

7.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所窓口や子育て世代包括支援センター等で

対面で対応

各種家庭訪問時に対面で対応

申込書等の書面の郵送で対応

オンライン申請で対応

電話申請対応

産後ケア施設に直接申込

その他

無回答

n=27

100.0 

96.3 

92.6 

92.6 

85.2 

81.5 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人または家族からの相談

保健師等が訪問時等に把握

母子健康手帳交付時の面接で把握

医療機関からの情報提供（出産のための入院）

医療機関からの情報提供（産婦健康診査）

医療機関からの情報提供（妊娠期）

その他

無回答

n=27
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（６）産後ケア利用後にフォローが必要な人への対応 

① 委託事業者から受けている連携 

問 12 産後ケア利用後フォローが必要な人に対しての対応についてお伺いします。 

（１）委託事業者からどのような連携を受けていますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

委託事業者から受けている連携について、「報告書を提出してもらっている」と回答した割合

が 100.0％、「緊急性のある場合は、電話での報告をもらっている」と回答した割合が 74.1％

となっています。 

【委託事業者から受けている連携】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 委託事業者から連携を受けた後の対応 

問 12（２）委託事業者からの連携を受けたのち、どのような対応をしていますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

委託事業者から連携を受けた後の対応について、「電話連絡を行っている」、「家庭訪問を行っ

ている」と回答した割合がいずれも 92.6％と最も高く、次いで「他の事業の利用につないで

いる」と回答した割合が 51.9％となっています。 

【委託事業者から連携を受けた後の対応】 

 

 

 

 

 

 

  

92.6 

92.6 

51.9 

18.5 

0.0 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電話連絡を行っている

家庭訪問を行っている

他の事業の利用につないでいる

心理的ケアの専門職等につないでいる

特に対応していない

その他

無回答

n=27

100.0 

74.1 

3.7 

3.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

報告書を提出してもらっている

緊急性のある場合は、電話での報告をもらっている

定期的に連絡会を行っている

その他

特に連携を受けていない

無回答

n=27
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（７）単価の設定・事業の対応 

① 単価の設定方法 

問 13（１）単価の設定方法として、最も近いものをお選びください。 

（実施類型ごとに○印を１つ記入） 

 

単価の設定方法について、「一人当たりの自治体補助額を固定し、妊婦の自己負担額は委託先

ごとに異なる」と回答した割合は、宿泊型、デイサービス型で88.5％、アウトリーチ型で76.5％

となっています。 

【単価の設定方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 単価の金額 

問 13（２）単価をいくらに設定していますか。 

※委託先ごとに異なる場合、最も一般的な契約の金額をご記載ください。 

 

【単価の金額（自己負担額）】 ※無回答を除いた集計 

（宿泊型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 1 
2 

3 

0 0 
1 1 

3 

0 

2 
1 

0 0 
1 1 

6 

0 
1 

0 0 0 

2 

0 
1 

0 0 
1 

0 0 
1 

0 
0件

5件

10件

0
円

2
,
0
0
0
円
未
満

2
,
0
0
0
円
以
上

4
,
0
0
0
円
未
満

4
,
0
0
0
円
以
上

6
,
0
0
0
円
未
満

6
,
0
0
0
円
以
上

8
,
0
0
0
円
未
満

8
,
0
0
0
円
以
上

1
0
,
0
0
0
円
未
満

1
0
,
0
0
0
円
以
上

1
2
,
0
0
0
円
未
満

1
2
,
0
0
0
円
以
上

一般区分(n=9)

非課税世帯(n=8)

生活保護世帯(n=9)

その他(n=3)

3.8 

3.8 

5.9 

88.5 

88.5 

76.5 

3.8 

3.8 

11.8 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

3.8 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=26)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=17)

人数にかかわらず定額で委託している

一人当たりの自治体補助額を固定し、妊婦の自己負担額は委託先ごとに異なる

一人当たりの自治体補助額も妊婦の自己負担額も定額で、どの施設でも同じ金額になっている

直営のため、委託料は発生しない

その他

無回答
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（デイサービス型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（アウトリーチ型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用上限の設定 

問 14 利用日数・回数等の上限を原則として設けていますか。条件を設けている場合は、その上

限の利用日数や回数をお答えください。 

 

産後ケア事業の利用上限の設定があると回答した割合は、宿泊型で 100.0％、デイサービス

型で 92.3％、アウトリーチ型で 82.4％となっています。 

【産後ケア事業の利用上限の設定】 

 

 

 

 

  

3 3 

0 0 0 0 0 0 

5 

0 0 0 0 0 0 0 

6 

0 0 0 0 0 0 0 

2 

0 0 0 0 0 0 0 
0件

5件

10件

0
円

2
,
0
0
0
円
未
満

2
,
0
0
0
円
以
上

4
,
0
0
0
円
未
満

4
,
0
0
0
円
以
上

6
,
0
0
0
円
未
満

6
,
0
0
0
円
以
上

8
,
0
0
0
円
未
満

8
,
0
0
0
円
以
上

1
0
,
0
0
0
円
未
満

1
0
,
0
0
0
円
以
上

1
2
,
0
0
0
円
未
満

1
2
,
0
0
0
円
以
上

一般区分(n=6)

非課税世帯(n=5)

生活保護世帯(n=6)

その他(n=2)

3 3 
2 

1 1 
0 0 0 

5 

1 1 
2 

0 0 0 0 

8 

0 0 

2 

0 0 0 0 
1 

0 
1 1 

0 0 0 0 
0件

5件

10件

0
円

2
,
0
0
0
円
未
満

2
,
0
0
0
円
以
上

4
,
0
0
0
円
未
満

4
,
0
0
0
円
以
上

6
,
0
0
0
円
未
満

6
,
0
0
0
円
以
上

8
,
0
0
0
円
未
満

8
,
0
0
0
円
以
上

1
0
,
0
0
0
円
未
満

1
0
,
0
0
0
円
以
上

1
2
,
0
0
0
円
未
満

1
2
,
0
0
0
円
以
上

一般区分(n=10)

非課税世帯(n=9)

生活保護世帯(n=10)

その他(n=3)

100.0 

92.3 

82.4 

0.0 

7.7 

17.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=26)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=17)

あり なし 無回答
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④ ４か月以上１歳未満の乳児の対応 

問 15 産後ケア事業において、４か月以上１歳未満の乳児に対応していますか。 

（実施類型ごとに○印を１つ記入） 

特定の事業者のみ対応しているような場合は、その事業者の詳細についてもお答えくださ

い。（事業者の類型や名称等） 

 

４か月以上１歳未満の乳児に「対応している」と回答した割合は、宿泊型で 65.4％、デイサ

ービス型で 76.9％、アウトリーチ型で 94.1％となっています。 

【４か月以上１歳未満の乳児の対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤ 里帰りをしている場合の利用の受入れ状況 

問 16 他市町村に住民票がある方で、貴市町村に里帰りをしている場合の産後ケア事業の利用

についてお伺いします。 

（１）他市町村に住民票がある方で、貴市町村に里帰りをしている場合、利用を受け入れ

ていますか。（実施類型ごとに○印を１つ記入） 

 

里帰りをしている場合の利用の受入れについて、「住民と同じ条件で受け入れている」と回答

した割合は、宿泊型、デイサービス型で 3.8％、アウトリーチ型で 5.9％となっています。 

【里帰りをしている場合の利用の受入れ状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.4 

76.9 

94.1 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

26.9 

23.1 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=26)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=17)

対応している

対応していない

対応していないが、早産児の場合は修正月齢などで個別に対応している

特定の事業者のみ対応している

無回答

3.8 

3.8 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

96.2 

96.2 

94.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊型(n=26)

デイサービス型(n=26)

アウトリーチ型(n=17)

住民と同じ条件で受け入れている 受け入れているが、金額が異なる

受け入れていない その他

無回答
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（８）産後ケア事業を実施する上での課題・望む支援 

① 産後ケア事業を実施する上での課題 

問 17 産後ケア事業を実施する上で、課題だと感じていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

産後ケア事業を実施する上での課題について、「委託先の確保」と回答した割合が 59.3％

と最も高く、「財源の確保」、「精神疾患の場合への対応」が続いています。 

【産後ケア事業を実施する上での課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.3 

48.1 

44.4 

37.0 

37.0 

29.6 

29.6 

25.9 

25.9 

22.2 

22.2 

18.5 

18.5 

18.5 

22.2 

3.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

委託先の確保

財源の確保

精神疾患の場合への対応

医療機関との連携

里帰り先の市町村との連携

施設安全基準の整備

産後ケア事業利用後のフォロー体制の整備

多胎児の場合の加算の検討

利用ニーズが高いにもかかわらず、

利用に至らないケースへの対応

事業対象者の範囲明確化

産後ケア事業の実施状況の分析

対象期間の拡大

福祉など、周辺の政策領域との連携

事業類型の拡大

その他

該当なし

無回答

n=27
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② 産後ケア事業の実施に際して県に望む支援 

問 18 産後ケア事業の実施に際して、県に支援してほしいと感じる事柄はありますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

産後ケア事業の実施に際して県に望む支援について、「集合契約等域内での契約実務の支援」

と回答した割合が 88.9％と最も高く、「市町村や委託事業者の事業の実施を支援するための金

銭的補助」、「利用者の自己負担額を軽減するための金銭的補助」が続いています。 

【産後ケア事業の実施に際して県に望む支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.9 

66.7 

59.3 

51.9 

51.9 

40.7 

22.2 

22.2 

7.4 

3.7 

14.8 

3.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

集合契約等域内での契約実務の支援

市町村や委託事業者の事業の実施を支援するための

金銭的補助

利用者の自己負担額を軽減するための金銭的補助

ガイドライン・マニュアル等による安全性とケアの質を

担保するための基準の制定

産後ケア受託事業者との情報連携のための書式や

連携フローの策定

分娩・健診を行う医療機関との情報連携のための書式や

連携フローの策定

好事例・先進事例の共有

事例検討会や勉強会・研修会の開催

その他の金銭的補助

事業実施に関するアドバイス・アドバイザー派遣

その他

該当なし

無回答

n=27
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（９）利用者・委託先の意見 

① 産後ケア事業に関連する利用者の声 

問 19 産後ケア事業に関連して、利用者の声にはどのような回答がありますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

産後ケア事業に関連する利用者の声について、産後ケアの効果では、「乳房ケアが受けられて

よかった」、「心身を休めることができてよかった」、「育児に関する相談ができてよかった」と

回答した割合がいずれも81.5％と最も高くなっています。 

産後ケアに対する意見では、「自己負担が高い」と回答した割合が48.1％と最も高く、「対象

月齢をすぎてからも利用したい」、「実施施設へのアクセスが悪い」、「利用可能日数・回数が少

ない」が続いています。 

【産後ケア事業に関連する利用者の声】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.5 

81.5 

81.5 

70.4 

51.9 

3.7 

7.4 

48.1 

40.7 

37.0 

33.3 

18.5 

3.7 

0.0 

11.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

乳房ケアが受けられてよかった

心身を休めることができてよかった

育児に関する相談ができてよかった

育児手技の確認ができてよかった

不安や孤立感の解消につながった

母親同士がつながることができてよかった

その他

自己負担が高い

対象月齢をすぎてからも利用したい

実施施設へのアクセスが悪い

利用可能日数・回数が少ない

思っていたサービスが受けられなかった

利用条件が厳しく、利用できない・しにくい

周囲の目が気になり、利用しにくい

その他

無回答

n=27

（
産
後
ケ
ア
の
効
果
）

（
産
後
ケ
ア
に
対
す
る
意
見
）
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② 産後ケア事業に関連する委託先からの意見 

問 20 産後ケア事業に関連して、委託先からの意見にはどのようなものがありますか。 

（あてはまるものすべてに○印を記入） 

 

産後ケア事業に関連する委託先からの意見について、「気になっている産婦のフォローがで

きてよかった」と回答した割合が 44.4％と最も高く、次いで「人手確保が難しい・人手が不足

している」となっています。 

【産後ケア事業に関連する委託先からの意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.4 

37.0 

18.5 

18.5 

11.1 

7.4 

7.4 

3.7 

3.7 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

7.4 

29.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

気になっている産婦のフォローができてよかった

人手確保が難しい・人手が不足している

委託料が少ない

その他経営面での課題がある

施設改修や設備費用が高い

その他人材確保面での課題がある

自身のスキルを活かす場となった

助産師以外の専門職の確保ができない

自治体との連携がとりにくい

医療機関との連携がとれない

他の受託事業者との連携がとれない

その他他機関との連携上で課題がある

助産師のプレゼンス向上につながった

その他

無回答

n=27
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